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第４章 将来の事業環境                     

 

 

本計画で掲げた実現方策を適切かつ計画的に推進し、将来目標を達成して

いくため、図８-１に示す PDCA サイクルに従って、進捗状況とその効果に

ついて評価し、必要に応じて施策及び事業の見直しを行います。 

また、今後検討を要する事項や水道事業に大きな影響を与える要因が生じ

た場合には、本計画自体の見直しも行います。 

今後も、引き続き、給水人口・給水量の減少など水道事業を取り巻く環境

の変化に適切に対応していくとともに、安全・安心でおいしい水道水を市民

の皆様にお届けできるよう、水道事業サービスの改善・レベルアップに注視

して、本計画のフォローアップを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-1 水道事業ビジョンの PDCA サイクル 

 

第第８８章章  計計画画ののフフォォロローーアアッッププ  

•施策の実施

•事業計画の実施

•計画の周知

•施策効果の確認

•目標達成状況の確認

•事業評価

•目標の設定

•施策の決定

•事業計画の策定

•施策、目標値の見
直し

•事業計画の精査

•新たなニーズの
把握

計計画画見見直直しし

AACCTT

計計画画策策定定

PPLLAANN

計計画画実実行行

DDOO

計計画画検検証証

CCHHEECCKK

66


